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長方形孔配列を設けた1/4波長金属板の周期長比特性
LATTICE-LENGTH PROPERTIES OF A METALLIC QUARTER-WAVE PLATES USING





　Metallic plates with a rectangular hole array are analyzed by the finite-difference time-
domain method with the periodic boundary condition. The field localized in the hollow
part increases as the ratio of lattice-length becomes large. The thickness to obtain a
circularly polarized wave decreases as the ratio of lattice-length becomes large. It is
found that polarization conversion is achieved with a thiner thickness as the ratio of
lattice-length is increased.





構造を用いて 70%以上の透過率を実現している [1]. 他
方, 類似の構造を用いた 1/4波長金属板が提案されて
おり、その金属板には長方形格子の周期配列が用いら










金属板の厚みを tと定義する. 開口部の x, y 方向の長
さをそれぞれ 0.88 µm, 0.60 µmとする. x方向の周期
長を Λx = 0.92 µmに固定したまま周期長比 Λy/Λxを
変化させたときの, 透過波の波長特性を透過率, 楕円率
で評価する. 入射波には, x軸方向に ϕ = 45◦傾けた直
線偏波を +z 方向に励振する. 解析には周期境界条件
を適用した FDTD法を用いる.
Λy/Λx = 0.75, 1.10での波長特性を図 2に示す. (a)
は透過率, (b)は楕円率である.それぞれ t = 0.75 µm,











































































図 2 波長特性 (Λy/Λx = 0.75, 1.1). (a)透過率, (b)楕
円率
出力端における界分布を評価する. 特徴的なものと
して, 周期長比 Λy/Λx = 0.75, 1.10の時の出力端にお






















































(λ = 1.10 µm). (a)Λy/Λx = 0.75 での Ex, Ey 成分
(b)Λy/Λx = 1.10での Ex, Ey 成分
Ex, Ey 成分, (b)は Λy/Λx = 1.10での Ex, Ey 成分で
ある. 波長は両構造で円偏波の得られる λ = 1.10 µm







す. Ex 成分は周期長比の変化に鈍感であり, 界振幅の














とを示した. 結果的に, 周期長比が大きいほど, 入出力
部に局在するエバネッセント界が強くなり, 円偏波の
得られる厚みが薄くなることを明らかにした.
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